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OO  BB  RR  II  GG  AA  DD  AA     
オオオブブブリリリガガガーーーダダダ   

 大分・日本ポルトガル協会   
〒870-8504 大分市荷揚町2－31大分市国際化推進室内 

（TEL097-537-5719  FAX 097-536-4044） 

  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 大分日本ポルトガル協会主催、大分トリニータ後援会の協賛により「シャムスカ監督と語ろうポルトガル

語講座」が開講されました。募集受講生 40 名に対し応募総数は 140 名を超え、非常に高い出席率の中

で 8 回の講座が行われました。講師にトリニータ育成部 U-12 コーチのリシャルドソン・マガリエンス氏を迎

え、あいさつから簡単な日常会話、サッカーの応援フレーズなどを楽しく学習しました。 

 講座終了後には、シャムスカ監督との食事会が催される中で、受講生自らが学習したポルトガル語を駆

使して、自己紹介やトリニータへの応援の言葉を送るなど、監督とのトークに挑戦しました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 「シャムスカ監督とのトークの夕べ」  2006.12.6 

 

 

 

会の終わりに、シャムスカ監督から「ぜひ、引続

きポルトガル語を勉強してください。何事も失敗を

恐れずチャレンジしてください！」と激励の言葉と

記念Ｔシャツが送られると、受講生から大歓声が

沸きあがりました。 

フィールドは違えど、それはあたかも、ポルトガル

との友好親善の裾野を拡げる目的で、“おおいた”

だからできる「オンリーワン企画」として実施された

『シャムスカ監督と語ろうポルトガル語講座』が 

“初ゴール”を決めた瞬間かのようでした。 

（ポルトガル語講座のようす） 

～～  シシャャムムススカカ監監督督とと語語ろろううポポルルトトガガルル語語講講座座  ～～ 

★「オブリガーダ」とは、ポルトガル語で 

「ありがとう（女性が言う場合）」の意味です。 

 

今今回回はは、、「「ポポルルトトガガルル語語講講座座」」やや「「アアベベイイロロ情情報報」」  

ななどどのの話話題題ををおお届届けけししまますす。。  



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

  

  

  

大分日本ポルトガル協会が発足して今年で３０周年を迎えましたが、大分とポルトガルとの交流は 

約４５０年の長い歴史をもちます。また、来年は大分市と姉妹都市であるアベイロ市との交流が３０周年 

を迎えます。そこで、今回は市職員２名が姉妹都市提携３０周年記念事業の協議を目的に、今年２月に 

アベイロ市を訪れた際の街のようすなどをレポートします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
① 現在の駅の構内にある旧アベイロ駅 

 ② 運河に浮かぶモリセイロ 
 

 

＜アズレージョ ： ａｚｕｌｅｊｏ＞ 
装飾タイル。１枚１枚に絵付けした後、窯で焼き、大

きな作品に組み合わせて仕上げられる。絵柄は単なる

模様から、歴史的場面、聖人など様々。内外装を問

わず建物に彩りを添えるこの装飾は、王宮や教会だけ

でなく、町の到る所で使われている。ポルトガルでアズ

レージョが発展したのは、気候風土にこの素材があって

いることや、タペストリーや絵よりも安上がりで同じよう

な装飾性の高い効果が期待できるから。アラブを起源

とするタイルはスペイン経由でポルトガルに渡り、1415

年の北アフリカ・セウタ攻略をきっかけに更にポルトガ

ル全土に広まった。１８世紀に、更に芸術としての幅を

広げるが、身近な芸術としても発展。 

  

⑥ 修復された歴史ある建物 

③ 外壁のアズレージョ 

④ 

⑤ 

④アベイロの風景が描がかれた

アズレージョ （旧アベイロ駅） 

⑤大分市でも見られる

アズレージョ （中央町） 

首都リスボンから快速電車に乗ると約３時間で、美しい 

アベイロ駅が出迎えてくれます。ポルトガルのヴェニスとも

呼ばれるアべイロ市は、しっとりとした古い情緒豊かな水の

都です。街の中央を運河が横切り、その水面に浮かぶ色

鮮やかなモリセイロ、石畳みで統一された街路、美しいア

ズレージョの装飾、歴史ある建物が続く街並みは、街全体

がまるで芸術作品のようです。（写真①・②・③・④） 

 アベイロ市は、アート産業の発展とともに２０世紀

前半より街づくり力を入れてきた歴史があり、１００年

以上も前の建築物も修復を施され、現代において

も当時の街の雰囲気を残しています。 この歴史あ

る建築物の修復を、アベイロ市は「街の新しい芸術」

と捉え、その修復に市が補助を行っています。見事

に復元された建物は、ミュージアムに改装されるな

ど、新しく生まれ変わってもなお、積み重ねた歴史の

趣を感じさせるものです。（写真⑥） 

～～  ＡＡｖｖｅｅｉｉｒｒｏｏ  アアベベイイロロかかららのの便便りり  ～～ 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

～～  ＡＡｖｖｅｅｉｉｒｒｏｏ  アアベベイイロロかかららのの便便りり  ～～  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

まるで絵画のような色彩豊かな美しい街･･･アベイロ･･･観光地としても見所が多く、たくさん

の魅力が詰まった “おもちゃ箱” のような素敵な都市です。すべてをご紹介できないのが残念

ですが、少しだけ “おもちゃ箱” を開けてみましょう！ 

①海に近いこともあり、街のレストランでは新

鮮な魚介料理が楽しめる。店内にはアンティ

ークで落ち着いた雰囲気が流れ、いろいろな

種類の魚をお好みにあわせて調理してもらえ

る。もちろん、食事のおともは“美味しいポルト

ガルワイン”で！ 

②ワイン工場のワイン貯蔵通路（地下２０メー

トル）。瓶詰めされたワインが、トンネルの両端

にぎっしりと丁寧に並べられている。製造年ご

とに大小様々な樽に貯蔵されており、たいへ

ん大きな樽（４０年貯蔵）も。今もなお、伝統

的なワインの製造工程が守り続けられている。 

③塩田・・・アベイロは塩の産地であり、広大

な塩田沿いに立ち並ぶ塩の山々は、独特の

雰囲気をもつ。 

 

④アベイロ市役所・・・窯業工場が改装され、

アベイロ市新庁舎として生まれ変わる。夜間

にライトアップされた外観はたいへん美しい。 

 

⑤おもちゃのような家（セカンドハウス）が立ち

並ぶ、海岸リゾート地 “コスタ・ノーヴァ”。 

 

⑥市内の商店街にあるショッピングセンター

“セントロおおいた”・・・そのネーミングが大分

市との姉妹都市交流を物語る。 

 

⑦駅前のペーストリー店。１５世紀から作られ

ているアベイロの銘菓（写真⑧）のほか、多種

類のお菓子とカプチーノが楽しめる。 

 

⑧アベイロ銘菓 “オヴォシュ・モーレシュ” 

見かけは最中そっくり！さて、お味の方は？ 
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⑤ ⑥ ⑦ ⑧ 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

◆◆◆◆◆◆◆◆◆  ポポルルトトガガルル  ミミニニ情情報報  ◆◆◆◆◆◆◆◆◆  
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

◆日本とポルトガルとの貿易関係◆ 

主要な貿易品目については、興味深い

ことに輸出入ともに「乗用車」がトップに

なっている。また、建築材に用いられる

「凝集コルク」は、ポルトガルの特産物であ

り、我が国が輸入する「凝集コルク」の約

半分はポルトガル産である。 

◆日本とポルトガルとの投資関係◆ 

現在、ポルトガルへの日系進出企業数

は４６社。一方、ポルトガルからの対日進出

企業数は１社（コルク製品メーカー）となっ

ている。２００５年には、日産とルノーが提

携して欧州で７番目の新たな単一法人

（SLE）販売組織がポルトガルで設立され

ている。 

 

      ～～♪♪  ココイインンブブララ大大学学ＯＯＢＢ合合唱唱団団  来来日日ココンンササーートト２２００００７７  ♪♪～～  

コインブラ大学のＯＢコーラス（50 名）が、今秋、日本で４回の公演を予定しています。当コー

ラスは男性合唱で、大変歴史が古く伝統のある合唱団です。これまでに、６００回を超えるコン

サートを、ポルトガル国内のみならず広くヨーロッパ各地、南北アメリカ大陸、アフリカ、アジア

においても行っており、その合唱レベルは高く、海外の合唱祭で受賞経験もあります。 

大分での公演は、１０月１８日（木）に予定されており、市内のコーラスグループとのジョイント

も計画されています。日本における “西洋音楽発祥の地” 大分で、その歴史あるコーラスの

魅力を伝えるとともに、音楽を通して市民レベルでの交流が深まることが期待されます。 

 
西洋音楽発祥記念碑（遊歩公園） 

 
 
 
 
 
 
 

 

 
 

 

 
 

 

【編集後記】 

 「アベイロ情報」、楽しんでいただけたでしょうか？今後も、ポルトガルを知り、ポルトガルを親しむことができる

イベントなどの情報を発信していきたいと思います。皆様からの情報・お知らせなどありましたら、ぜひ、事務局に

お寄せください！                        ★大分日本ポルトガル協会事務局★ 

 聖フランシスコ・サビエルがキリスト教を

布教して以来、府内（大分）には、教会、孤

児院、病院、学校が次々にでき、日本で最

初のキリスト教文化が栄えた町となりまし

た。街中では、美しい賛美歌の歌声が流れ

るようになり、１５５７年の聖週間には聖楽隊

ができ、オルガンの伴奏で賛美歌が合唱さ

れたと、当時の文献に報じられています。 


